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あらまし  マンガ画像を web 上で活用するために，フキダシ・キャラクター等のオブジェクトを検出しメタデー

タを作成する手法が研究されている．このときマンガオブジェクトに対して一括検出を行う方法が重要となる．従

来研究において，我々は畳み込みニューラルネットワークを用いた物体検出手法がマンガオブジェクト検出に対し

て有効性があることを確認した．本稿では，様々な形態のマンガオブジェクトに対する検出結果について検証を行

い，CNN 検出器が多様な形状を持つマンガオブジェクトに対して認識を行うメカニズムについて検討する． 
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1. はじめに  

マンガ画像は線画とテクスチャから構成される比

較的シンプルなモデルである．しかし，キャラクター

やフキダシといったマンガを構成するオブジェクトは

作品ごとに様々な形状で表現されており，画像認識の

上でマンガは独特な特徴を持つ対象である．我々はマ

ンガオブジェクトの検出において畳み込みニューラル

ネットワーク (CNN)を用いた物体検出モデルである

Faster R-CNN の適用について実験を行った  [1]．その

結果，複数のマンガ作品を対象としてフキダシ 95.9%，

キャラクター 86.8%という精度での検出が可能である

ことを確認した．本稿では，様々な形状のマンガオブ

ジェクトに対する検出結果を比較することで，CNN が

マンガオブジェクトを認識する仕組みについて検討す

る．  

2. Faster R-CNN 

本稿におけるマンガオブジェクト検出には Faster R-

CNN [2]を使用する．本手法は Girshick らの提案した

R-CNN [3]を改良した手法であり，物体の候補領域の検

出を  CNN 内の Region Proposal Network (RPN)で実行

することによって検出速度と学習の効率を向上させて

いる．  本研究に用いる CNN モデルは，VGG16 [4]を

マンガ画像についてファインチューンしたものを使用

する．ファインチューンには Manga109 [5]の画像のう

ち，作者の異なる作品 19 作から 100 枚ずつを抜き出

した合計 1900 枚の画像を使用する．全ての学習画像

に対してフキダシおよびキャラクターの顔領域を記述

したアノテーションを作成し，各マンガオブジェクト

の検出器を個別に生成した．このとき，学習の反復回

数は 80000 回に設定した．第 3 章と第 4 章の検出実験

では，候補領域の閾値が 0.5 以上の領域を物体と見な

して検出を行う．  

3. フキダシの認識  

フキダシはマンガにおけるセリフの表現に用いら

図 1: 文字を含まないフキダシの検出 

図 2: 文字を含むフキダシの検出  

 

図 3: 文字を含む図形の検出  

 



 

  

 

 

れるオブジェクトであり，セリフの内容や状況に応じ

て形状が使い分けされる． IDIA.JP [6]では，フキダシ

の形状を「風船型」「ダルマ型」，「多角形型」，「波型」，

「破裂型」，「雲型」，「四角型」，「放射型」，「通信型」，

「泡型」，「象徴型」，「無形型」の 12 種類に分類してい

る．初めにこの中の 10 種類のフキダシについて，内部

に文字がない画像と文字が存在する画像に対して検出

を行った．実験に用いるフキダシは，IDIA.JP および吹

き出し素材専門サイト「フキダシデザイン」[7]から引

用している．実験結果を図 1，2 に示す．内部に文字が

存在する場合は全てのフキダシが検出されたのに対し

て，文字が存在しない場合には「多角形型」，「破裂型」，

「放射型」，「通信型」の 4 種類のみが検出された．  

次に，より単純な形状の 10 種類の図形の内部に文

字が存在する画像について検出を行った．実験結果を

図 3 に示す．実験結果では  「楕円」，「正円」，「正方

形」，「角丸四角形」，「縦矢印」，「六角形」の 6 種類の

図形がフキダシとして検出された．  

以上の結果から考察すると，Faster R-CNN のフキダ

シ検出においてはまず「放射型」，「通信型」といった

独特な形状を持つフキダシに対して文字の存在に関わ

らずに検出することが分かった．次に文字列とその周

囲に図形が存在することを認識することで，フキダシ

が検出される．しかしこの時に「星形」や「三角形」

など文字に対して十分な余白が存在しない図形や，「長

方形」のような余白が過大な図形に対してはフキダシ

として検出されないことが確認できた．  

4. キャラクターの認識  

マンガのキャラクターは作者によって外見の変化

が特に大きなオブジェクトであり，ディフォルメされ

た人間のほか，動物や無機物など作品によって様々な

キャラクターが定義される．本研究では，検出器がど

のような基準でキャラクター顔画像を認識しているか

検討を行った．  

Manga109 より検出器の学習に使用していない 6 作

品についてキャラクターの正面顔画像，横向き顔画像

をそれぞれ 12 枚ずつ切り出した画像を元画像として

実験に使用する．元画像から口，目，顔全体を消去し

た画像をそれぞれ作成し，顔検出精度を比較した．実

験画像の例を図 4に示す．顔検出の結果を表 1に示す．

口を消去した画像は元画像から検出率が変わらない一

方，目を消去した画像と顔全体を消去した画像はそれ

ぞれ検出率の低下を確認した．また，検出率の低下は

正面より横向き画像の方が大きくなった．この結果か

ら，顔検出に目の存在が影響しており，横顔は正面顔

と比較して検出に利用できる特徴が少ないことが分か

った．しかし，顔パーツ全てを消去した場合において

も 60%以上の検出が行われることから，顔検出には顔

パーツのみならず顔の周辺領域の特徴も利用されてい

ることが考えられる．  

5. まとめ  

本稿では，マンガオブジェクトを対象とした Faster 

R-CNN の物体認識メカニズムの理解を目的として，フ

キダシおよびキャラクター顔画像の検出実験を行った．

実験結果から Faster R-CNN はオブジェクトの内部だ

けでなく周辺領域の特徴も利用して検出を行っている

ことが示された．  
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表 1: キャラクター顔画像の検出結果 (%)  

 元画像  口消去  目消去  顔消去  

正面  98.6 98.6  91.7  79.6  

横向き  93.1 93.1 77.8  66.7  

 

図 4: 顔検出実験に使用する画像例  
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